
前
IA,f

i
地
は
ク
ラ
プ

rw
~Fc 

活
動
規
約

I
.
［
名
祢

l

本
ク
ラ
プ
は
、

N
I
凶

Ili
地
域
ク
ラ
プ

,
t
i
橘
フ
ッ
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
プ
」
と
杵
す
る
．

2
．
［
目
的

l

4ワ
ク
ラ
プ
は
、
中
牛
校
の
部
活
動
の
地
絨
移
行
に
伴
い
、
子
供
た
ら
の
活
動
慈
欲
を
泊
た
し
、
サ
ッ
カ

ー
を
,
-
分
に
行
え
る
機
会
の
確
保
と
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
社
会
性
の
,
:
,
,
t
や
個
仕
の
仲
長
を
図
り
、
生

れ
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
應
皮
を
百
む
こ
と
を
日
的
と
す
る
．

3.
【Ilt

茂
】

本
ク
ラ
プ
は
、

llil条
の
目
的
の
た
め
に
次
の

IIt
某
を
行
う
。

(
I
)
 

~,.0
．
休
日
の
サ
ッ
カ
ー
レ
出
り
や
対
外
試
合
の
火
施

(
2
)
 
公
式
戦
•
そ
の
他
の
大
会
へ
の
参
加
、
り
1
$

(
3
)
 
そ
の
他
、
本
ク
ラ
プ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
快
な
り

1茉

4.
【
ク
ラ
プ
U
I

本
ク
ラ
プ
は
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
希
望
す
る

1flは
中
学
校
及
び

1li
内
中
学
校

I
f
f
生
か
ら

3
汀
生
ま

で
の
生
徒
及
び
指

IIJ
r
,
·
で
構
成
す
る
．

(
2
)
 
本
ク
ラ
プ
ヘ
の
入
公
は
、
人
会
名
本
人
と
そ
の
保
護
行
の
連
名
及
び
捺
印
に
よ
る
入
公
,
,
,
込
り

1の

提
Illを

も
っ
て
行
う
．

(
3
)
 
,
1
,
ク
ラ
プ
の
迅
会
は
本
人
並
び
に
保
護
行
か
ら
阻
当
コ
ー
チ
に
,
,
,
し
出
る
．

(
4
 >
 1H

t.fi1l1''/:t~~'/:lt
外
か
ら
の
人
会
は
、
原
則
と
し
て
保
護
行
が
活
動
沿
所
へ
の
送
迎

IlI能
な
出
合

と
す
る
．

5.
【
迎
門
・

1父
u
l

水
ク
ラ
プ
の
運
営
は
、

F
C
F
O
R
T
E
 ()FA

登
録
番
分
0
4
7
4
2
9
6
)
が
行
う
。

(2) 
(t
k
h
 :
 iT
i
i
柳
庇
士

(
3
)
 
保
護
:
r
,
·
公
R
:

lt)り）は
1
年
と
し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
．

6.
［
巡
打
行
の

9[
f月】

連
n

r.·の
91•務
は
次
の
通
り
と
す
る
．

• 9t
A

・＂
：
ク
ラ
プ
の
r
t
(
H
'
,
·
で
あ
り
、

9t
｝
｛
と
し
て
必
嬰
な
対
外
業
務
に
あ
た
る
．

• IIitq
h
（
に
＂
・
コ
ー
チ
）

: l支
術
指
打
、
船
り
や
活
動
計
画
の
作
成
、
活
動
の
全
体
指
召
を
行
う
．

．
辿
絡
"
/
t
i
£
r
.
·
（
監
仔
）
：
ク
ラ
プ
を
監
仔
し
、
活
動
均
所
や
大
会
な
ど
の
連
絡
X
雹
を
行
う
．

・
会
『

l•(9訊
）
：
ク

9
プ
泊
動
に
必
変
な
会
n
の
徴
収
や
即

II料
の
支
仏
い
、
活
動
に
必
心
な

IIII！や(iii

品
煩
で
の

119人
を
行
う
．

.
,
紺
,
n
公
J
く
：
ク
ラ
プ
の
監
！

li
監
仕
、
保
護
n
会
の
な
見
の
災
約
守
を
行
う
．

7.
【
総
会
］

紀
会
は
運
g
l
f
・
ク
ラ
プ
U
・
保
護
行
全

11の
参
加
を
原
則
と
す
る
．
た
だ
し
、
総
会
は
、
委
任
状
提

IIi
打
を
含
め
、
参
加
対
象
＃
の
冶
半
数
を
も
っ
て

1戊
t
す
る
．

(
2
)
 
紀
会
は
年

1
回
の
開
佃
と
し
、

3
年
生
の
引
退
後
な
る
ぺ

<
h
l
い
時
期
に

1;iIn［
す
る
。
た
だ
し
、

代
表
が
必
要
と
比
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

(
3
)
 
総
会
は
次
の
事
項
を
承
認
及
び
投
決
す
る
．

・
ク
ラ
プ
基
木
埋
念
や
活
動
計
画

・
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
、
保
護
占
会
長
の
選
任
と
承
比

・
内
規
の
制
定
、
改
正

•
そ
の
他
畜
汲
！

Iヽ
項

8.
【
活
勘

11,l所J

本
ク
ラ
プ
の
活
動
拠
点
は
「
前
橘
市
立

11
-
i
橘
中
学
校
第

2
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
す
る
。

9
.
【
活
動
口

Di】
本
ク
ラ
プ
の
活
動
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

(
I
)
 
活
動
峙

Itlに
つ
い
て
は
、
平
日

2
時
問
以
内
、
休
n

3R!iItl以
内
と
し
、
平
H
と

9木
II
に
そ
れ

ぞ
れ

I
LI以
上
の
休
岱
日
を
設
け
る
．
た
だ
し
、
人
会
等
で
や
む
を
t
}
ず
活
動
す
る
場
合
は
、
別
途

休
霞
口
を
設
け
る
．

ま
た
、
大
会
守
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
上
、
活
動
時
間
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
．

(
2
)
 
テ
ス
ト

HIItl中
は

3
0
分
程
度
の

r1
キ
•
練
習
日
（
自
由
参
加
）
と
す
る
．

(
3
)
 
苔
f
f
l
充
令
時
の
活
動
は
、
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
．

(
4
)
 
夏
休
み
・
冬
休
み
期
問
中
は
各

1
週
問
程
度
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を
設
け
る
．

10.
【
公
Yt

l
会
f
t
と
は
次
の
も
の
を
い
う
．

(
I
)
 
年
公
t
~

12,000
円

年
度
初
め
に
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
巾
途
入
会
れ
は
H
割
り
と
す
る
。

(
2
)
 

I（
会
1t

5,000
円

i,}月
25
日
ま
で
に
翌
月
分
を
徴
収
す
る
。

(
3
)
 
そ
の
他

チ
ー
ム
ジ
ャ
ー
ジ
類
、
（
り
'
1
M
保
険
科
、
選
手
迂
録

1,
I
、
遠
征
f
？
な
ど
は
別
途
徴
収
す
る
。

1
 1. 

19u•91t
（
は
検
l

本
ク
ラ
プ
の
部

1]
・指

~
I
J}

[
·
は
全
U
「
ス
ボ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に
/
J
I
I
人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
保
険

"
i
が

1：
公
t

‘1を
も
っ
て
そ
れ
に
允
て
る
．

12.
【)JI故

対
応

l

小
ク
ラ
プ
の
活
動
に
閃
し
て
は
、
諸
規
定
を
紅
守
し
、
指
導
8
の
指
示
に
従
い
（
J
己
の
口
任
に
お
い

て
活
動
す
る
．
人
ク
ラ
プ
の
活
動
中
に

IIi
故
や
t
1
:
我
が
発
生
し
た
U
合
は
、
指
導
1
,
•
は
受
f

ll
r
.
·
へ
の
対
応

を
侵
入
す
る
と
と
も
に
、
4
ふ
に
当
該
部
日
の
保
護
行
へ
述
格
す
る
。

ー」

13.
【
補
償
J

会
H
の
m
故
の
補
償
は
、
加
入
す
る
保
険
の
賠
m
の
範
囲
内
で
月
応
す
る
も
の
と
し
、
本
ク
ラ
プ
及
び

指
l4t

·
に
対
し
1
!
1
害
賠
n
を
悶
求
で
き
な
い
も
の
と
す
る
．

12.
【
研
修

l

ク
ラ
プ
の
代

1と
名
・
・
監
仔
・
コ
ー
チ
は
、

1i
j
年
度
ご
と
に
サ
ッ
カ
ー
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
主
佃

す
る
指
導
石
研
修
に
参
加
し
、
暴
カ
・
瀑
g
ゃ
ハ
ラ
ス
ノ
ン
ト
の
防
J
t
、
り
［
故
防
止
、
孜
白
枚
之
に
H
す

る
知
滋
．
迎
片
を
屈
め
る
。

13.
［
細

lIll】
)
J
規
約
以
外
の
必
妥
な
事
項
は
、
運
営
・
役
n
公
で
決
議
を
し
、
紀
公
で
承
認
を
受
け
る
．

M.
【
附
則
】

本
規
約
は
、
令
和

7
年

1
月

1
日
よ
り
廂
行
す
る
．
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